
小論文 

⚫ 解答（解答例や出題意図）

本問では、国際協力研究科において専攻を希望する研究分野およびその内容を適切

かつ具体的に理解していることを前提に、自ら想定する研究の成果が、社会にどのよ

うに応用され、どのような影響や貢献をもたらしうるかを、論理的に説明できる力を

評価する。 

出題範囲が特定の研究分野に限定されないため、受験生ごとに多様な切り口・構

成・立論がありうる。そのため、すべての答案について具体的な模範解答を提示する

ことは適切ではなく、ここでは採点の基本的観点のみを示す。 

1．分野設定：具体的かつ適切か

2．想定している研究内容への理解度、具体性 

3．研究の社会的意義：明確かつ多面的か 

4．表現の正確さと明瞭さ 

以上の観点から総合的に判定する。 
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